
◎基本情報

主

副

● 対象 ○ 対象外 ○ 対象 ● 対象外

○ 経常経費 ● 臨時的経費

○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理

○ 直営　 ○ 一部委託 ○ 全部委託　 ● 補助助成　 ○ その他

◎事業費

計（事業費＋人件費） 40,242 40,720 40,242 40,720

事業費

の内訳

令和3年度決算

３９，５２２千円

令和4年度予算

４０，０００千円

人工 0.1 0.1 0.1 0.1

人件費 720 720 720 720

事業費 39,522 40,000 39,522 40,000

うち特定財源 0 0 0 0

（単位：千円）

令和2年度決算 令和3年度予算 令和3年度決算 令和4年度予算

0 年度

関連法令・条例・
要綱等

他都市の状況

（全額免除）山形県、岐阜県 /（90％減免）川崎市
（80％減免）岡山県、福岡市 /（75％減免）徳島県
（50％減免）北九州市　など

実施結果

天候に左右されずに試合観戦が楽しめる観戦環境が整った札幌ドームにおいて、一定数のプロスポーツの試合
や国際大会が開催されることにより、多くの市民に対する試合観戦の機会を提供することでき、本市のスポーツ振
興の推進を図ることができた

事業実施における
工夫点

なし

対象者 株式会社札幌ドーム 開始 平成13 年度 終了

事業の性質

事
業
内
容

実施形態

目的

短期

プロスポーツの支援をすることで、「みるスポーツ」の機会の創出、地域の活性化やコミュニティの醸成に寄与す
る。

長期

プロスポーツの支援をすることで、「みるスポーツ」の機会の創出、地域の活性化やコミュニティの醸成に寄与す
る。

取組内容

【目的】プロスポーツ支援
【内容】コンサドーレ札幌が札幌ドームで試合を開催する際の利用料減免補てん補助。
利用料金の1/3減免措置を講じ、これによって生じる減収相当額を㈱札幌ドームへ補助金として交付するもの。
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◎検証（振り返り）

□ 企画 □ 実施 □ 評価 ■ 対象外 □ 回答 □ 反映

● A ○ B ○ C ○ 評価省略対象事業・前年度実施なし

千
円

● A ○ B ○ C ○ 評価省略対象事業・前年度実施なし

● 改善 ○ 現状維持 ○ 休止・廃止

○ 拡充 ○ 現状維持 ○ 縮小 ● その他

千
円

今回の評価

評価の理由
多くの市民に試合観戦の機会を提供することで、本市のスポーツ振興の推進を図ることができた。

次年度の
取組の
方向性・
改善内容

事業
内容

㈱コンサドーレの経営状況を見極めつつ、適切な支援のあり方を検討していく。

予算
同社の経営状況を見極めつつ、適切な支援のあり方を検討していく

見直し効果額 0

前回の評価

今年度取り組んだ
見直し内容

なし
見直し効果額

（前年度）
0

市民参加の実施 市民参加結果への対応

今後の改善点

同クラブは、２０１６年に４年ぶりのＪ１昇格をしてから５年が経過し、売り上げは伸びつあるものの、Ｊ１に定
着し続けるために必要なチーム人件費は確保できておらず、更なる観客動員数アップや、新規スポンサー獲
得を行うなど、より一層の経営努力が必要な状況であすがことから、
行政からの支援を受けなくても安定して各事業を実施できる経営体質の強化が求められる。

事業の実施手法
（事業の効率性、

実施主体は適切か）
A

運営会社である㈱コンサドーレは、自立経営に向けた努力を鋭意続けてはいるが、依然として経
営状況は厳しい状況にあり、安定的な試合開催のためには補助金による支援が妥当であると考
えている。

対象者の満足度
（対象者のニーズ
に応えているか）

A

北海道コンサドーレ札幌は、地域に密着したトップスポーツであり「みるスポーツ」の機会の提供
のみならず、市民が自分のまちのチームとして応援し、支えることを通して、地域の活性化やコ
ミュニティの醸成に貢献している。
運営会社である㈱コンサドーレは、自立経営に向けた努力を鋭意続けてはいるが、依然として経
営状況は厳しい状況にあり、安定的な試合開催のためには補助金の交付が不可欠であると考え
ている。

事業の成果
（目的をどの程度
達成できたか）

A

天候に左右されずに試合観戦が楽しめる観戦環境が整った札幌ドームにおいて、一定数のプロ
スポーツの試合や国際大会が開催されることにより、多くの市民に対する試合観戦の機会を提供
することでき、本市のスポーツ振興の推進を図ることができた。

事業規模
（事業ボリューム

は適切か）
A

ドームの独自減免、㈱コンサドーレの観客増への努力を考慮した上で三者応分の負担という考え
に立ち、本市の負担分を計算しており、妥当な金額と考えている。

項目 判定 理由

22,000人 6,305人 12,500

成果指標２

指標名

令和2年度実績 令和3年度目標 令和3年度実績 令和4年度目標

22.40% 25.00%

成果指標１

指標名 ホームゲームの１試合平均入場者数

令和2年度実績 令和3年度目標 令和3年度実績 令和4年度目標

4,051人

60.00%

活動指標２

指標名 直接スポーツ観戦率（18歳以上・年1回以上）

令和2年度実績 令和3年度予定 令和3年度実績 令和4年度予定

20.00% 45.00%

活動指標１

指標名 スポーツ実施率（20歳以上・週1回以上）

令和2年度実績 令和3年度予定 令和3年度実績 令和4年度予定

54.90% 60.00% 57.70%


